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3 － 1　東北地方とその周辺の地震活動（2024 年 11 月～ 2025 年 4 月） 
Seismic Activity in and around the Tohoku District (November 2024 – April 2025)

気象庁　仙台管区気象台
Sendai Regional Headquarters, JMA

今期間，東北地方とその周辺で M4.0 以上の地震は 83 回，M5.0 以上の地震は 8 回発生した．こ
のうち最大は，2024 年 11 月 26 日に宮城県沖で発生した M5.4 の地震であった． 

2024 年 11 月～ 2025 年 4 月の M4.0 以上の地震の震央分布を第 1 図 (a) 及び (b) に示す． 
主な地震活動は以下のとおりである．

（1）陸奥湾の地震（M4.6 及び M5.1，最大震度 4，第 2 図 (a) ～ (d)）
2024 年 11 月 16 日 21 時 22 分に陸奥湾の深さ 8km で M4.6 の地震（最大震度 4）が，同月 20 日

15 時 40 分にはほぼ同じ場所の深さ 10km で M5.1 の地震（最大震度 4）が発生した．これらの地震
は地殻内で発生した．発震機構（CMT 解）は，いずれも東北東－西南西方向に圧力軸を持つ逆断
層型であった．これらの地震の震央付近では，11 月 16 日から 29 日までに震度 1 以上を観測した
地震が 9 回発生するなど地震活動が活発であった．

（2）岩手県沖の地震（M5.0，最大震度 3，第 3 図 (a) ～ (b)）
2024 年 11 月 24 日 08 時 22 分に岩手県沖の深さ 39km で M5.0 の地震（最大震度 3）が発生した．

この地震は太平洋プレートと陸のプレートの境界で発生した．発震機構（CMT 解）は西北西－東
南東方向に圧力軸を持つ型であった．この地震は既往の相似地震グループの最新の相似地震として
検出された．

（3）宮城県沖の地震（M5.4，最大震度 3，第 4 図）
2024 年 11 月 26 日 13 時 31 分に宮城県沖の深さ 43km で M5.4 の地震（最大震度 3）が発生した．

この地震の発震機構（CMT 解）は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレー
トと陸のプレートの境界で発生した．

（4）福島県沖の地震（M5.3，最大震度 4，第 5 図 (a) ～ (b)）
2024 年 12 月 28 日 04 時 10 分に福島県沖の深さ 43km で M5.3 の地震（最大震度 4）が発生した．

この地震の発震機構（CMT 解）は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレー
トと陸のプレートの境界で発生した．この地震は既往の相似地震グループの最新の相似地震として
検出された．

（5）福島県会津の地震（M5.2，最大震度 5 弱，第 6 図 (a) ～ (d)）
2025 年 1 月 23 日 02 時 49 分に福島県会津の深さ 4km で M5.2 の地震（最大震度 5 弱）が，同日

08 時 09 分にはほぼ同じ場所の深さ 3km で M4.7 の地震（最大震度 4）が発生した．これらの地震
は地殻内で発生した．発震機構は，いずれも北西－南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型であった．
これらの地震の震央付近では，1 月 21 日から地震活動が活発化し，同月 31 日までに震度 1 以上を
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観測した地震が 85 回発生した．

（6）福島県沖の地震（M4.9，最大震度 4，第 7 図 (a) ～ (b)）
2025 年 2 月 21 日 22 時 01 分に福島県沖の深さ 49km で M4.9 の地震（最大震度 4）が発生した．

この地震の発震機構（CMT 解）は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレー
トと陸のプレートの境界で発生した．この地震は既往の相似地震グループの最新の相似地震として
検出された．
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東  北  地  方  と  そ  の  周  辺  の  地  震  活  動  （  2  0  2  4  年  1  1  月  ～  2  0  2  5  年  1  月  、  M  ≧  4  .  0  ）

   図  中  の  吹  き  出  し  は  、  陸  域  M  4  .  0  以  上  お  よ  び  海  域  M  5  .  0  以  上
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2  0  2  5  年  3  月  1  2  日
8  1  k  m        M  4  . 2

東  北  地  方  と  そ  の  周  辺  の  地  震  活  動  （  2  0  2  5  年  2  月  ～  4  月  、  M  ≧  4  .  0  ）

   図  中  の  吹  き  出  し  は  、  陸  域  M  4  .  0  以  上  お  よ  び  海  域  M  5  .  0  以  上

第 1 図 (a) 東北地方とその周辺の地震活動（2024 年 11 月～ 2025 年 1 月，M ≧ 4.0，深さ≦ 700km）

Fig. 1(a) Seismic activity in and around the Tohoku district (November 2024 – January 2025, M ≧ 4.0, depth ≦ 700km).

第 1 図 (b) つづき（2025 年 2 月～ 4 月，M ≧ 4.0，深さ≦ 700km）

Fig. 1(b) Continued (February – April 2025, M ≧ 4.0, depth ≦ 700km).
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（震央分布図中の茶色の線は地震調査研究推進本部の長
期評価による活断層を示す。震源要素は、1700年～1884
年は日本被害地震総覧、1885年～1918年は茅野・宇津
(2001)、宇津(1982,1985)による※。なお、1739年８月
16日にも、青森や八戸で被害を伴う地震が発生したこと
が知られているが、震源、Ｍともに不詳である。） 

1111月月 1166日日、、2200日日  陸陸奥奥湾湾のの地地震震  
  

1700年以降の活動をみると、今回の地震の震
央周辺（領域ｂ）では、1766年３月８日にM7 1/4
の地震が発生し、死者1277人などの被害が生じ
た（「日本被害地震総覧」による）。また、1976年
11月28日のM4.9の地震や、1978年５月16日の
M5.8の地震では、地震発生直後のまとまった活
動に加え、しばらく経過した後にも活動が見ら
れた。 

2024年11月16日21時22分に陸奥湾の深さ８km
でM4.6の地震（最大震度４、図中①）が、20日15
時40分にはほぼ同じ場所の深さ10kmでM5.1の地
震（最大震度４、図中②）が発生した。これらの
地震は地殻内で発生した。発震機構（CMT解）は、
いずれも東北東－西南西方向に圧力軸を持つ逆
断層型である。今回の地震の震央付近（領域ａ）
では、これらの地震を含め、11月16日から29日ま
でに震度１以上を観測した地震が９回（震度４：
２回、震度３：１回、震度２：２回、震度１：４
回）発生するなど地震活動が活発であった。 

1997年10月以降の活動をみると、今回の地震
の震央付近（領域ａ）では、今回の地震の発生前
にM3.0以上の地震は発生していない。 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

ｂ 

ａ 

今回の地震 

震央分布図 
（1997年10月１日～2024年11月30日、 

深さ０～30km、M≧1.0） 
2024年11月の地震を赤色で表示 
図中の発震機構はCMT解を示す 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

（2024 年 11 月１日～12 月５日、

Ｍすべて） 

青青森森県県  

青青森森県県  

①②

② 

① 

秋秋田田県県  岩岩手手県県  

今回の地震 

※宇津徳治（1982）：日本付近の M6.0以上の地震および被害地震の表：1885年～1980年,震研彙報,56,401-463.

宇津徳治（1985）：日本付近の M6.0以上の地震および被害地震の表：1885年～1980年（訂正と追加）,震研彙報,60,639-642.

茅野一郎・宇津徳治（2001）：日本の主な地震の表,「地震の事典」第２版,朝倉書店,657pp.

震央分布図 
（1700年１月１日～2024年11月30日、 

深さ０～60km、M≧4.0） 
2024年11月の地震を赤色で表示 

古文書等から推定された
震源データの期間 

第 2 図 (a) 2024 年 11 月 16 日，20 日　陸奥湾の地震

Fig. 2(a) The earthquake in Mutsu Bay on November 16 and 20, 2024.
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陸奥湾の地震活動（2001年10月以降の地震活動）

震央分布図
2001年10月1日～2024年12月3日、

深さ0～20km、M≧1.0

○2001年10月1日～
○2024年11月15日～
○2024年11月20日15時00分～

領域a内のM-T図及び回数積算図

領域a

領域a内の断面図（東西投影）

領域a内の断面図（南北投影）

領域a内の深さの時系列図

領域a内のM-T図及び回数積算図
（2024年11月15日以降）

領域a内の深さの時系列図
（2024年11月15日以降）

第 2 図 (b) つづき

Fig. 2(b) Continued.
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第 2 図 (c) つづき

Fig. 2(c) Continued.

陸奥湾の地震活動（観測点限定による震源再決定）

震央分布図
2001年10月1日（Hi-net導入以降）～
2024年11月30日、深さ0～20km、

M≧1.0

観測点10点以上で決定した震源のみ表示
○2001年10月1日～
○2024年11月15日～
○2024年11月20日～

観測点限定による再決定震源
震源再計算に使用した

観測点分布
■気象庁
■防災科研Hi-net
■大学

M-T図

深さの時系列図

2024年11月20日
M5.1

断面図（東西投影）

震央分布図
2001年10月1日（Hi-net導入以降）～

2024年11月14日
震央分布図

2024年11月14日～11月30日

◼ 今回の地震活動の周辺（青森県）では、2017年11月以降に地震予知
総合研究振興会（以下、振興会）の観測点を多数、一元化震源決定に
使用。

◼ 震源再決定には、振興会の観測点を除く22点の観測点（右図）を使用
し、このうち、10点以上の観測点を用いて決定された震源を表示。

◼ 今回の地震活動以前と比べて、震源の深さに変化は見られない。震央分
布は、ほぼ重なっている、または、今回の活動はやや南側に広がっている。

断面図（東西投影） 断面図（東西投影）
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モデルからのずれ（100分割）

陸奥湾の地震活動（b値、ETAS解析）
震央分布図

2001年10月1日～2024年12月3日、
深さ0～20km、M≧1.0

○2001年10月1日～
○2024年11月15日～
○2024年11月20日15時00分～

領域a内のM-T図及び回数積算図

領域a内のM-T図及び回数積算図

今回の地震活動以前
（2001年10月1日～2024年11月14日）

今回の地震活動
（2024年11月15日～12月3日）

b=1.08
M≧1.0
N=47

領域a内の
M別頻度分布図

領域a内の
ETASモデルへの適用（M≧1.0）

モデルからのずれ（10分割）

b=0.65
M≧1.0
N=132

領域a内の
M別頻度分布図

領域a内の
ETASモデルへの適用（M≧1.0）

領域a内のM-T図及び回数積算図 μ=1.26
K=0.00
C=0.007
α=3.03
p=1.02

μ=0.003
K=0.07
C=1.24
α=1.48
p=1.30

領域a

赤：モデル
黒：観測

赤：モデル
黒：観測

M

回

M

回

M1.0

M1.0b=0.67
M≧1.0
N=111
(M5.1を除く）

b=0.94
M≧1.0
N=19
(M4.6を除く）

（参考）

M

回

M1.0
M

回

M1.0

①2024年11月15日～

① ②

②2024年11月20日
15時00分～

第 2 図 (d) つづき

Fig. 2(d) Continued.
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1111月月 2244日日  岩岩手手県県沖沖のの地地震震  
  

 

2024年11月24日08時22分に岩手県沖の深さ
39kmでM5.0の地震（最大震度３）が発生した。こ
の地震は太平洋プレートと陸のプレートの境界
で発生した。発震機構（CMT解）は西北西－東南
東方向に圧力軸を持つ型である。 

1997年10月以降の活動をみると、今回の地震
の震源付近（領域ｂ）は「平成 23 年（2011年）
東北地方太平洋沖地震」（以下、「東北地方太平
洋沖地震」）の発生以降、地震活動が活発で、Ｍ
５～６程度の地震が時々発生しており、2017年
９月27日にはM6.1の地震（最大震度４）が発生
している。また、先月の10月18日にもほぼ同じ
場所でM5.4の地震（最大震度３）が発生してい
る。 

震央分布図 
（1919年１月１日～2024年11月30日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 
〇〇  1968 年 5 月 1 日～7 月 31 日 
〇〇  1994 年 12 月 1 日～1995 年 2 月 28 日 〇〇  2024 年 11 月 1 日以降 
〇〇上記以外の期間 赤色の点線は海溝軸を示す 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

ｃ 

ｂ 

ａ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

1919年以降の活動をみると、今回の地震の震

央周辺（領域ｃ）では、1968年５月16日に「1968

年十勝沖地震」(M7.9、最大震度５、死者52人)

や、1994年12月28日に「平成６年(1994年)三陸

はるか沖地震」(M7.6、最大震度６、死者３人)が

発生するなどＭ７を超える地震が時々発生して

いる（被害は「日本被害地震総覧」による）。 

今回の地震 

震央分布図 
（1997年10月１日～2024年11月30日、 

深さ０～140km、M≧3.0）  
〇〇1997年10月1日～2011年2月28日 〇〇2011年3月1日～2024年10月31日 

〇〇2024年11月1日以降       図中の発震機構はCMT解を示す 

今回の地震 
（2024年 10月１日～ 

11月 30日、Ｍすべて） 

青青森森県県  

岩岩手手県県  

秋秋田田県県  

青青森森県県  

岩岩手手県県  

今回の地震 

「「11996688 年年  

十十勝勝沖沖地地震震」」  
「「11996688 年年十十勝勝沖沖地地震震」」  

のの最最大大余余震震  

「「11996688 年年十十勝勝沖沖地地震震」」  
のの余余震震  

「「平平成成６６年年((11999944 年年））  

三三陸陸ははるるかか沖沖地地震震」」  

「「平平成成６６年年((11999944 年年））  
三三陸陸ははるるかか沖沖地地震震」」  

のの最最大大余余震震  

「東北地方太平洋沖地震」発生 

西 東 
領域ａ内の断面図（東西投影） 

第 3 図 (a) 2024 年 11 月 24 日　岩手県沖の地震

Fig. 3(a) The earthquake off Iwate Prefecture on November 24, 2024.
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第 3 図 (b) つづき

Fig. 3(b) Continued.
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1111月月 2266日日  宮宮城城県県沖沖のの地地震震  

 

ｂ 

今回の地震 

2024年 11月 26日 13時 31分に宮城県沖の
深さ 43km で M5.4 の地震（最大震度３）が発
生した。この地震の発震機構（CMT解）は西北
西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、
太平洋プレートと陸のプレートの境界で発生
した。 

1997年 10月以降の活動をみると、今回の地
震の震源付近（領域ｂ）では、「平成 23年（2011
年）東北地方太平洋沖地震」（以下、「東北地
方太平洋沖地震」）の発生以降に地震活動が活
発化し、M5.0以上の地震の発生回数が増加し
た。2020年９月 12日には今回の地震とほぼ同
じ場所で M6.2の地震（最大震度４）が発生し
ている。 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 「東北地方太平洋沖地震」 

震央分布図 
（1997年 10月１日～2024年 11月 30日、 

深さ０～140km、M≧3.0） 
〇〇1997年10月1日～2011年2月28日 〇〇2011年3月1日～2024年10月31日 

〇〇2024年11月1日以降       図中の発震機構はCMT解を示す 

ｃ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

震央分布図 
（1919年１月１日～2024年 11月 30日、 

深さ０～100km、M≧6.0） 
赤色の点線は海溝軸を示す 

「1978年宮城県沖地震」 

今回の地震 
の震央位置 

1919年以降の活動をみると、今回の地震の
震央周辺（領域ｃ）では「東北地方太平洋沖
地震」のほか、1978年には「1978年宮城県沖
地震」（M7.4、最大震度５）が発生し、死者 28
人、負傷者 1,325 人、住家全壊 1,183 棟等の
被害が生じる（被害は「日本被害地震総覧」
による）など、M7.0以上の地震がしばしば発
生している。 

「東北地方太平洋沖地震」発生 

（2024年 11月 20日 
  ～30日、Ｍすべて） 

今回の地震 

ａ 

ＢＢ  

ＡＡ  

Ａ Ｂ 
領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

第 4 図  2024 年 11 月 26 日　宮城県沖の地震

Fig. 4  The earthquake off Miyagi Prefecture on November 26, 2024.
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第 5 図 (a) 2024 年 12 月 28 日　福島県沖の地震

Fig. 5(a) The earthquake off Fukushima Prefecture on December 28, 2024.

1122 月月 2288 日日  福福島島県県沖沖のの地地震震  
  

 

 

2024年12月28日04時10分に福島県沖の深さ
43kmでM5.3の地震（最大震度４）が発生した。
この地震の発震機構（CMT解）は西北西－東南東
方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレー
トと陸のプレートの境界で発生した。

1997年10月以降の活動をみると、今回の地震
の震央付近（領域ｂ）では、「平成23年（2011年）
東北地方太平洋沖地震」（以下、「東北地方太平
洋沖地震」）の発生前はM5.0以上の地震がしばし
ば発生していた。「東北地方太平洋沖地震」の発
生以降は地震の発生数が増加し、M5.0以上の地
震が度々発生している。 

領域ｄ内のＭ－Ｔ図 

ｄ 

今回の地震 

ＡＡ  

ＢＢ  

ａ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 
(深さ30～60km) 

Ａ Ｂ 

今回の地震 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影、  
2020 年９月１日～2024 年 12 月 31 日、M≧1.5） 

1919年以降の活動をみると、今回の地震の震
央周辺（領域ｄ）では、M7.0以上の地震が時々
発生しており、1938年11月５日17時43分には
M7.5の地震（最大震度５）が発生し、宮城県花
淵で113cm（全振幅）の津波を観測した。この地
震の後、同年11月30日までにM6.0以上の地震回
数が増加するなど、福島県沖で地震活動が活発
となった。これらの地震により、死者１人、負
傷者９人、住家全壊４棟、半壊29棟などの被害
が生じた（「日本被害地震総覧」による）。 

震央分布図 
（1997年10月１日～2024年12月31日、 

深さ０～120km、M≧3.0  
〇〇1997年10月１日～2011年２月28日 〇〇2011年３月１日～2024年11月30日 

〇〇2024年12月１日以降～      図中の発震機構はCMT解を示す 

「東北地方太平洋沖地震」発生 

震央分布図 
（1919年１月１日～2024年12月31日、 

深さ０～140km、M≧6.0） 
〇〇：1938 年１1 月１日～1938 年 11月 30 日 

〇〇：上記以外の期間 
赤の点線は海溝軸を示す 

(2024 年 12 月１日～12 月 31 日、 

M すべて) 

今回の地震
の震央位置 

宮宮城城県県  

福福島島県県  

ｃ 

「「東東北北地地方方太太平平洋洋  
沖沖地地震震」」  

ｂ 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

※深さはCMT解による
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第 5 図 (b) つづき

Fig. 5(b) Continued.
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１１月月 2233 日日  福福島島県県会会津津のの地地震震  

 

 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

2025年１月23日02時49分に福島県会津の深
さ４kmでM5.2の地震（最大震度５弱、図中①）
が、同日の08時09分にはほぼ同じ場所の深さ３
kmでM4.7の地震（最大震度４、図中②）が発生
した。これらの地震は地殻内で発生した。発震
機構は、いずれも北西－南東方向に圧力軸を持
つ横ずれ断層型である。これらの地震の震央付
近（領域ｂ）では、１月21日から地震活動が活
発化し、31日までに震度１以上を観測した地震
が85回（震度５弱：１回、震度４：１回、震度
３：６回、震度２：24回、震度１：53回）発生
した。 

1997年10月以降の活動をみると、今回の地震
の震央周辺（領域ａ）では、2013年２月25日に
M6.3の地震（最大震度５強）が発生するなど、
M4.0以上の地震が時々発生し、またその際には
まとまった地震活動がみられている。 

震央分布図 
（1997年10月１日～2025年２月９日、 

深さ０～30km、M≧2.0）  
2025年1月以降に発生した地震を赤色で表示 

ａ 

図中の茶茶色色の線は地震調査研究推進本部の長期評価
による活断層、赤赤色色の三角形は活火山を示す。 

今回の地震 

燧ヶ岳 

（１月１日～２月９日、Ｍ全て） 

① ②

福島県 
新潟県 

群馬県 

栃木県 

ｂ 

領域ｂ内の拡大図 
（2025年１月１日～２月９日、 

深さ０～30km、M≧1.0）  

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

福島県会津の地震活動の日別地震回数グラフ 
（１月21日～２月11日） 

① 

②

第 6 図 (a) 2025 年 1 月 23 日　福島県会津の地震

Fig. 6(a) The earthquake in Aizu region of Fukushima Prefecture on January 23, 2025.
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1 2 3 4 5弱 5強 6弱 6強 7 回数 累計 回数 累計

1月21日 4 4 0 0 0 0 0 0 0 8 8 0 0

1月22日 4 0 1 0 0 0 0 0 0 5 13 0 0

1月23日 26 11 4 1 1 0 0 0 0 43 56 2 2

1月24日 9 3 1 0 0 0 0 0 0 13 69 0 2

1月25日 4 2 0 0 0 0 0 0 0 6 75 0 2

1月26日 3 2 0 0 0 0 0 0 0 5 80 0 2

1月27日 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 81 0 2

1月28日 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 82 0 2

1月29日 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 83 0 2

1月30日 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 84 0 2

1月31日 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 85 0 2

2月1日 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 87 0 2

2月2日 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 89 0 2

2月3日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 89 0 2

2月4日 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 90 0 2

2月5日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 0 2

2月6日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 0 2

2月7日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 0 2

2月8日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 0 2

2月9日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 0 2

2月10日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 0 2

2月11日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 0 2

58 24 6 1 1 0 0 0 0 - 90 - 2

日別
最大震度別回数

震度１以上を
観測した回数

震度４以上を
観測した回数 備考

震央分布図 
（1919年１月１日～2025年１月31日、 

深さ０～50km、M≧5.0） 
2025年1月に発生した地震を赤色で表示 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震 

ｃ 

1919年以降の活動をみると、今回の地震の震央
周辺（領域ｃ）では、1949年12月26日08時17分と
08時24分に今市地震（M6.2、M6.4）が発生し、死
者10人、負傷者163人、住家全壊290棟などの被害
が生じた（被害は「日本被害地震総覧」による）。
また、2004年10月23日に「平成16年（2004年）新
潟県中越地震」（M6.8）が発生し、死者68人、負
傷者4,805人、住家全壊3,175棟などの被害が生じ
た（被害は総務省消防庁による）。 

図中の茶茶色色の線は地震調査研究推進本部の長期評価

による活断層を示す。 

今市地震 

福島県 

① 

新潟県 

群馬県 

栃木県 

福島県会津の地震活動の最大震度別地震回数表 
（１月21日～２月11日） 

「平成 16 年（2004 年） 

新潟県中越地震」 

第 6 図 (a) つづき

Fig. 6(a) Continued.
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1月23日 福島県会津の地震（地震活動推移）
震央分布図

2025年1月20日～2月4日、
深さ0～10km、M≧1.0

a
領域a内の時空間分布図

（南北投影）

領
域
a内

の
時
空
間
分
布
図

（
東
西
投
影
）

北

南

西 東

○2025年1月20日～
○2025年1月23日02時49分～（M5.2以降）
○2025年1月24日03時01分～（M3.8以降）

領域a内のM-T図及び回数積算図

領域a内の深さの時系列

21 26 1

21 26 1

21 26 1

21
26

1

第 6 図 (b) つづき

Fig. 6(b) Continued.



地
震
予
知
連
絡
会
会
報
第

114
巻
　

2025
年

9
月
発
行

―
47
―

令令和和７７年年１１月月2233日日 福福島島県県会会津津のの地地震震（（周周辺辺のの過過去去のの地地震震活活動動））

震震央央分分布布図図
（（22001111年年１１月月１１日日～～22002255年年２２月月９９日日2244時時0000分分、、

深深ささ００～～3300kkmm、、MM22..00以以上上））

丸丸のの大大ききささははママググニニチチュューードドのの大大ききささをを表表すす。。

左左図図のの四四角角形形領領域域内内のの地地震震活活動動経経過過図図おおよよびび回回数数積積算算図図

22002255年年１１月月2211日日かかららのの地地震震活活動動

以下の期間で地震の色を分けて表示
2011年１月１日～2013年２月24日：橙
2013年２月25日～2014年９月２日：青
2014年９月３日～2015年９月２日：緑
2015年９月３日～2025年１月20日：灰
2025年１月21日～：赤

震震央央分分布布図図中中のの茶茶色色細細線線はは、、地地震震調調査査研研究究推推進進
本本部部のの長長期期評評価価にによよるる活活断断層層をを示示すす。。
▲▲はは活活火火山山をを示示すす。。

（（全全期期間間））

（（22001122年年1122月月１１日日かからら１１年年間間）） （（22001144年年６６月月１１日日かからら１１年年間間））

横横軸軸はは時時間間、、縦縦軸軸はは左左ががママググニニチチュューードド、、
右右がが地地震震のの積積算算回回数数。。折折れれ線線はは地地震震のの回回
数数をを足足しし上上げげたたももののでであありり、、縦縦棒棒ののつついいたた
丸丸はは地地震震発発生生時時刻刻ととママググニニチチュューードドのの大大きき
ささをを表表すす。。

福福島島県県

栃栃木木県県

群群馬馬県県

新新潟潟県県

（（22002244年年1111月月１１日日かからら１１年年間間））

2024年11月１日～2025年２月９日

（灰色のハッチは、震源データの期間外）

（（22002211年年５５月月１１日日かからら１１年年間間））

第 6 図 (c) つづき

Fig. 6(c) Continued.
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1月23日 福島県会津の地震（地震活動パラメータ）

b=0.72
M>=1.5
N=137

b=0.81 
M>=1.5
N=119
（M5.2を除く）

K: 18.279, c: 0.002, p: 0.840
N=120

μ: 1.057, K: 0.005, c: 0.003, 
α: 1.973, p: 0.995
N=120

μ: 1.593, K: 0.015, c: 0.003, 
α: 1.469, p: 1.124
N=137

震央分布図
2025年1月20日～31日、
深さ0～30km、M≧1.0

○2025年1月20日～
○2025年1月23日02時49分（M5.2以降）～

領域a内のM-T図及び回数積算図

a

M5.2以降
モデル期間：2025年1月23日02時49分
～31日24時00分
M≧1.5

全期間
モデル期間：2025年1月21日
03時31分～31日24時00分
M≧1.5

大森・宇津式 ETAS ETAS

モデルからのずれ（50分割） モデルからのずれ（50分割） モデルからのずれ（50分割）

M別頻度分布図・b値 M別頻度分布図・b値

黒：観測
赤：モデル

黒：観測
赤：モデル

黒：観測
赤：モデル

1/23

1/23

1/23

1/23

1/23

1/23

第 6 図 (d) つづき

Fig. 6(d) Continued.
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1月23日 福島県会津の地震（周辺の過去の地震活動パラメータ）

b=0.65 
M>=1.5 
N=115
（M5.1を除く）

K: 13.521, c: 0.002, p: 0.882
N=116

μ: 0.258, K: 0.010, c: 0.001, 
α: 1.520, p: 1.117
N=116

震央分布図
2024年9月3日～10月2日、

深さ0～30km、M≧1.0

領域a内のM-T図及び回数積算図

大森・宇津式 ETAS

モデルからのずれ（50分割） モデルからのずれ（50分割）

M別頻度分布図・b値

黒：観測
赤：モデル

黒：観測
赤：モデル

2014年9月 栃木県北部（M5.1） M5.1から1か月間
モデル期間：2014年9月3日16時24分～10月2日24時00分、M≧1.5

M5.1から10日間
モデル期間：2014年9月3日16時24分～10月2日24時00分、M≧1.5

b=0.65 
M>=1.5 
N=96
（M5.1を除く）

K: 14.277, c: 0.002, p: 0.846
N=97

μ: 1.500, K: 0.005, c: 0.004, 
α: 1.759, p: 1.216
N=97

大森・宇津式 ETAS

モデルからのずれ（50分割） モデルからのずれ（50分割）

M別頻度分布図・b値

黒：観測
赤：モデル

黒：観測
赤：モデル

M5.1から10日間を拡大

a

第 6 図 (d) つづき

Fig. 6(d) Continued.
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1月23日 福島県会津の地震（周辺の過去の地震活動パラメータ）

b=0.79
M>=1.5 
N=459
（M6.3を除く）

K: 50.932, c: 0.015, 
p: 1.009, N=460

μ: 0.523, K: 0.006, 
c: 0.020, α: 1.727, 
p: 1.252, N=460

震央分布図
2013年2月23日～6月30日、

深さ0～30km、M≧1.0

領域a内のM-T図及び回数積算図

大森・宇津式 ETAS

モデルからのずれ（50分割） モデルからのずれ（50分割）

M別頻度分布図・b値

黒：観測
赤：モデル

黒：観測
赤：モデル

2013年2月
栃木県北部（M6.3） M6.3から4か月間

モデル期間：2013年2月25日16時23分～6月30日24時00分、M≧1.5

M6.3から10日間
モデル期間：2013年2月25日16時23分～6月30日24時00分、M≧1.5

b=0.77 
M>=1.5 
N=319
（M6.3を除く）

K: 46.740, c: 0.033, 
p: 1.220, N=320

μ: 5.457, K: 0.000, 
c: 0.066, α: 4.411, 
p: 1.620, N=320

大森・宇津式 ETAS

モデルからのずれ（50分割） モデルからのずれ（50分割）

M別頻度分布図・b値

黒：観測
赤：モデル

黒：観測
赤：モデル

M5.1から10日間を拡大

a

μ: 0.554, K: 0.011, 
c: 0.016, α: 1.533, 
p: 1.286, N=475

ETAS

モデルからのずれ（50分割）

黒：観測
赤：モデル

μ: 2.545, K: 0.013, 
c: 0.025, α: 1.363, 
p: 1.535, N=335

ETAS

モデルからのずれ（50分割）

黒：観測
赤：モデル

約4か月間（M6.3より前から）
モデル期間：2013年2月23日
01時37分～ 6月30日24時00
分、M≧1.5

約10日間（M6.3より前から）
モデル期間：2013年2月23日
01時37分～ 6月30日24時00
分、M≧1.5

○2013年2月23日～
○2013年2月25日～

b=0.77

b=0.75

第 6 図 (d) つづき

Fig. 6(d) Continued.
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２２月月 2211日日  福福島島県県沖沖のの地地震震  
  

 

 

2025年２月21日22時01分に福島県沖の深さ

49kmでM4.9の地震（最大震度４）が発生した。

この地震の発震機構（CMT解）は西北西－東南東

方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレー

トと陸のプレートの境界で発生した。

1997年10月以降の活動をみると、今回の地震

の震源付近（領域ｂ）では「平成 23 年（2011

年）東北地方太平洋沖地震」（以下、「東北地方

太平洋沖地震」）の発生以降、地震活動が活発で、

Ｍ５を超える地震がしばしば発生している。 

今回の地震 

ＡＡ  

ＢＢ  

ａ
領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

Ａ Ｂ 

今回の地震 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

震央分布図 
（1997年10月１日～2025年２月28日、 

深さ０～120km、M≧2.5）  
〇〇1997年10月1日～2011年2月28日 〇〇2011年3月1日～2020年8月31日 
〇〇2020年9月1日～2025年1月31日 〇〇2025年2月1日以降  

「東北地方太平洋沖地震」発生 

震央分布図 
（1919年１月１日～2025年２月28日、 

深さ０～100km、M≧6.0） 
〇〇：1938 年 11 月１日～1939 年 10 月 31 日 
〇〇：2025 年 2 月１日以降  〇〇：その他の期間 

(2025 年２月１日～２月 28 日、M 全て) 

福福島島県県  

ｂ 

CMT 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

ｃ 

1919年以降の活動をみると、今回の地震の震央

周辺（領域ｃ）では、M7.0以上の地震が時々発生

しており、1938年11月５日17時43分にはM7.5の地

震（最大震度５）が発生し、宮城県花淵で113cm

（全振幅）の津波を観測した。この地震の後、同

年11月30日までにM6.0以上の地震回数が増加す

るなど、福島県沖で地震活動が活発となった。こ

れらの地震により、死者１人、負傷者９人、住家

全壊４棟、半壊29棟などの被害が生じた（「日本

被害地震総覧」による）。 福福島島県県  

「東北地方太平洋沖地震」 

今回の地震
の震央位置 

CMT 

CMT 

CMT 

CMT 

CMT 

第 7 図 (a) 2025 年 2 月 21 日　福島県沖の地震

Fig. 7(a) The earthquake off Fukushima Prefecture on February 21, 2025.
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第 7 図 (b) つづき

Fig. 7(b) Continued.
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